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は
じ
め
に

　

一
六
世
紀
の
倭
寇
の
活
動
と
、
明
軍
に
よ
る
そ
の
撃
退
を
描
い
た
倭
寇
図
に
関
し

て
は
、
近
年
、
日
中
双
方
に
残
存
す
る
倭
寇
絵
巻
の
分
析
が
進
み
、
そ
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

中
国
国
家
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
抗
倭
図
巻
』
に
関
し
て
は
、
孫

、
朱
敏
、
陳

履
生
の
各
氏
に
よ
る
絵
巻
の
内
容
解
説
と
、
描
か
れ
た
戦
闘
場
面
へ
の
考
察
が
加
え

ら
れ
た）1
（

。
孫

氏
は
、
同
図
巻
の
作
成
動
機
を
嘉
靖
三
四
（
一
五
五
五
）
年
の
王
江

涇
の
戦
い
に
求
め
、
そ
の
制
作
年
代
を
、
中
国
沿
海
地
方
の
軍
務
を
総
括
し
た
工
部

侍
郎
趙
文
華
と
、
実
際
に
倭
寇
防
御
軍
を
監
督
し
た
胡
宗
憲
の
二
人
が
全
盛
を
誇
っ

た
嘉
靖
四
一
（
一
五
六
二
）
年
以
前
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
朱
敏
氏
も
、
同
図
巻
を

王
江
涇
の
戦
い
に
お
け
る
明
軍
の
勝
利
を
描
い
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
が
、
そ
の

制
作
者
は
、
総
督
と
し
て
同
戦
い
を
指
揮
し
た
も
の
の
趙
文
華
に
迎
合
せ
ず
失
脚
し

た
張
経
の
部
下
か
家
族
が
そ
の
戦
功
を
偲
ぶ
た
め
に
描
か
せ
た
も
の
と
推
測
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
陳
履
生
氏
は
、
美
術
史
的
な
観
点
か
ら
同
絵
巻
を
呉
派
文
人
画
と
判

断
す
る
と
と
も
に
、
描
か
れ
た
場
面
が
王
江
涇
の
地
形
や
風
景
と
一
致
し
な
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
制
作
動
機
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
戦
闘
と
言
う
よ
り
、
還
朝
を
期
す

趙
文
華
が
一
連
の
嘉
靖
大
倭
寇
を
終
息
さ
せ
た
事
実
と
そ
の
功
績
を
記
録
す
る
た
め

に
制
作
し
た
も
の
と
考
察
し
て
い
る
。

　

一
方
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
『
倭
寇
図
巻
』
に
関
し
て
は
、
古
く

か
ら
多
く
の
分
析
論
考
が
あ
る
が
、
特
に
近
年
の
新
し
い
研
究
成
果
と
し
て
須
田
牧

『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
と
大
内
義
長
・
大
友
義
鎮

鹿　
　

毛　
　

敏　
　

夫

子
氏
の
内
容
解
説
と
考
察
が
あ
げ
ら
れ
る）2
（

。
須
田
氏
は
、
中
国
国
家
博
物
館
の
『
抗

倭
図
巻
』
に
描
か
れ
た
倭
寇
船
の
船
旗
に
「
日
本
弘
治
（
一
年
）」
の
年
号
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
さ
ら
な
る
文
字
情
報
の
収
集
を
期
し
て
日
中
双
方
の

倭
寇
絵
巻
を
赤
外
線
撮
影
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
『
倭
寇
図
巻
』
冒
頭
で
遠
方
か
ら

近
づ
き
つ
つ
あ
る
倭
寇
船
の
旗
に
も
「
弘
治
（
四
年
）」
の
年
号
を
、
さ
ら
に
中
国

の
『
抗
倭
図
巻
』
に
描
か
れ
る
も
う
一
隻
の
倭
寇
船
の
旗
に
も
「
日
本
弘
治
（
三
年
）」

の
年
号
を
確
認
し
た
。
弘
治
三
（
嘉
靖
三
六
・
一
五
五
七
）
年
は
、
浙
江
総
督
胡
宗

憲
が
嘉
靖
大
倭
寇
の
頭
目
王
直
を
日
本
の
九
州
か
ら
中
国
浙
江
省
の
舟
山
に
お
び
き

寄
せ
て
捕
縛
し
た
年
、
そ
れ
に
続
く
弘
治
四
（
嘉
靖
三
七
・
一
五
五
八
）
年
は
、
王

直
が
杭
州
按
察
司
に
投
獄
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
須
田
氏
は
両
年
を
嘉
靖
大
倭
寇
鎮
圧

を
象
徴
す
る
年
と
と
ら
え
、『
倭
寇
図
巻
』『
抗
倭
図
巻
』
が
特
定
の
戦
闘
を
描
い
た

と
言
う
よ
り
、
嘉
靖
大
倭
寇
に
対
す
る
明
軍
の
勝
利
の
物
語
と
し
て
象
徴
的
に
描
か

れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
年
と
し
て
弘
治
三
年
と
四
年
が
選
ば
れ
た
と
推
測
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
抗
倭
図
巻
』
は
特
に
中
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
当
該
期
中
国
の

社
会
状
況
の
な
か
で
の
内
容
の
分
析
と
そ
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
が
進
み
、
ま
た
、

日
本
の
『
倭
寇
図
巻
』
と
あ
わ
せ
て
の
比
較
分
析
も
日
中
双
方
の
研
究
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、
双
方
の
絵
巻
の
内
容
分
析
が
進
展
し
、

ま
た
、
具
体
戦
闘
場
面
か
戦
功
の
象
徴
か
の
見
解
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
作

画
の
モ
チ
ー
フ
や
動
機
に
つ
い
て
も
、
随
分
と
的
が
絞
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
共
同
研
究
の
さ
ら
な
る
深
化
を
め
ざ
し
て
、
双
方
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の
絵
巻
を
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。
前
述
の
成
果

は
、
中
国
で
描
か
れ
た
双
方
の
絵
巻
の
制
作
者
の
謎
と
そ
の
制
作
意
図
に
迫
ろ
う
と

す
る
各
論
考
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
析
視
角
は
、
中
国
江
南
社
会
に
深
刻
な

影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
海
賊
を
鎮
圧
し
て
沿
海
地
域
の
平
穏
を
回
復
し
た
明
側
に
目
線

を
す
え
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
の
絵
巻
を
、
鎮
圧
さ
れ
た
倭

寇
の
側
に
視
点
を
す
え
て
分
析
し
た
時
に
何
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
、
嘉
靖
大
倭
寇
の
日
本
側
首
謀
者
と
し
て
胡
宗
憲
や
趙
文
華
ら
明
側
か
ら
取
り
締

ま
り
を
受
け
た
倭
寇
船
団
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
し
て
特
に
『
抗
倭
図
巻
』
の

中
に
描
か
れ
る
明
軍
被

の
倭
人
は
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
な
の
か
等
に
つ
い

て
、
二
つ
の
絵
巻
に
描
か
れ
る
倭
寇
船
の
「
弘
治
」
年
旗
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
考

察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
日
本
「
弘
治
」
年
旗
の
倭
寇
船
の
派
遣
者

　

ま
ず
、『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
と
も
に
日
本
の
「
弘
治
」
の
年
号
を
記
し
た

旗
（
図
1
）
を
掲
げ
た
倭
寇
船
の
襲
来
を
描
い
て
い
る
以
上
、
具
体
戦
闘
場
面
か
戦

功
の
象
徴
か
の
議
論
は
別
と
し
て
、
両
絵
巻
が
弘
治
年
間
の
日
本
か
ら
中
国
に
渡
っ

て
倭
寇
と
見
な
さ
れ
た
日
本
船
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ

う
。
幸
い
な
こ
と
に
、
日
本
の
弘
治
年
間
は
元
年
か
ら
四
年
ま
で
に
限
定
で
き
、
そ

れ
は
中
国
の
嘉
靖
三
四
年
か
ら
三
七
年
、
西
暦
一
五
五
五
年
か
ら
一
五
五
八
年
に
相

当
す
る
。
当
該
の

戦
国
時
代
末
期
の

日
本
社
会
に
お
い

て
、
海
禁
政
策
を

と
る
中
国
へ
東
シ

ナ
海
を
渡
る
渡
航

船
団
を
派
遣
し
う

る
有
力
勢
力
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
日
本
の
戦
国
大
名
の
対
明
交
渉
に
関
わ
る
以
下
の
一
連
の
記

録
で
あ
る
。

　

嘉
靖
期
の
海
禁
政
策
を
破
り
中
国
沿
岸
で
密
貿
易
を
行
っ
て
い
た
倭
寇
の
動
き
を

封
じ
る
た
め
、
明
の
総
督
楊
宜
は
嘉
靖
三
四
（
弘
治
元
・
一
五
五
五
）
年
に
鄭
舜
功

を
日
本
に
派
遣
し
た
。
鄭
舜
功
は
同
年
四
月
に
広
州
を
発
ち
、
福
建
か
ら
琉
球
を
経

て
日
本
に
渡
り
、
九
州
東
岸
を
北
上
し
て
豊
後
に
上
陸
す
る
。
倭
寇
禁
圧
を
依
頼
す

る
た
め
の
使
者
を
室
町
幕
府
に
派
遣
、
自
ら
は
豊
後
に
滞
在
し
、
嘉
靖
三
五
（
弘
治

二
・
一
五
五
六
）
年
一
二
月
に
帰
国
す
る
。
こ
の
鄭
舜
功
の
帰
国
の
際
に
、
豊
後
の

戦
国
大
名
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）
は
使
僧
清
授
を
同
行
さ
せ
、
倭
寇
禁
圧
要
請
へ
の
返

書
を
送
っ
た
ら
し
い
。『
明
世
宗
実
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
前

総
督
楊
宜
所
遣
鄭
舜
功
、
出
海
哨
探
夷
情
者
、
亦
行
至
豊
後
、
豊
後
島
遣
僧
清
授
、

附
舟
前
来
、
謝
罪
言
、
前
後
侵
犯
皆
中
国
姦
商
潜
引
小
島
夷
衆
、
義
鎮
等
初
不
知

也
）
3
（

」。

　

楊
宜
が
派
遣
し
た
鄭
舜
功
は
、
倭
寇
の
一
因
と
み
ら
れ
る
日
本
の
情
勢
を
探
る
た

め
豊
後
に
上
陸
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
豊
後
の
大
友
義
鎮
は
使
僧
清
授
を
派
遣
し
、

「
近
年
中
国
沿
岸
で
海
禁
を
破
っ
て
密
貿
易
を
し
て
い
る
の
は
、
中
国
の
姦
商
が
日

本
人
を
呼
び
寄
せ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
倭
寇
の
罪
を
謝
し
た
と
言
う
。
中
国
側
史
料
に
お
い
て
、
倭
寇
の
活
動
に
関
し
て

大
友
義
鎮
が
「
謝
罪
」
し
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
明
政
府
に
と
っ
て
日
本
の
戦
国

大
名
大
友
氏
は
、
王
直
ら
と
結
託
し
て
海
禁
政
策
を
無
視
し
た
国
際
取
引
を
行
う
密

貿
易
者
に
責
任
を
負
う
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
表
現
で
あ
る
。

鄭
舜
功
が
豊
後
に
上
陸
し
、
そ
の
ま
ま
大
友
氏
の
も
と
に
留
ま
っ
た
の
も
、
大
友
義

鎮
が
倭
寇
的
活
動
の
日
本
人
側
の
動
き
を
制
御
し
う
る
存
在
と
見
な
し
て
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。

　

弘
治
年
間
の
九
州
は
、
豊
後
か
ら
勢
力
を
伸
張
さ
せ
た
大
友
義
鎮
が
北
部
九
州
一

図1 　倭寇船上の「日本
弘治」年旗（『抗倭図
巻』〈赤外線撮影〉）
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帯
に
領
土
を
拡
張
し
、
ま
た
、
弟
の
大
友
晴
英
（
＝
大
内
義
長
）
を
義
隆
没
後
の
周

防
大
内
家
家
督
に
送
り
込
ん
で
大
友
│
大
内
連
合
を
成
立
さ
せ
た
、
い
わ
ば
西
日
本

社
会
に
お
け
る
豊
後
大
友
氏
の
黄
金
時
代
で
あ
る）4
（

。
こ
の
時
期
の
日
本
の
様
子
を
描

い
た
西
洋
人
の
地
図
で
は
、
例
え
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ル
イ
ス
・

テ
ィ
セ
ラ
（Luis T

eixeira

）
は
一
五
九
五
年
に
作
成
し
た
日
本
地
図
で
、
本
州
部

分
をIA

PO
N
IA

と
し
、
九
州
全
体
をBV

N
GO

（
豊
後
）
と
表
記
し
、
ま
た
、
オ

ラ
ン
ダ
の
地
理
学
者
ペ
ト
ル
ス
・
ベ
ル
チ
ウ
ス
（Petrus Bertius

）
も
一
六
一
〇

年
作
成
の
ア
ジ
ア
図
で
、
本
州
部
分
をIapan

と
し
、
九
州
全
体
をBungo

（
豊
後
）

と
記
し
て
い
る
（
図
2
）。
つ
ま
り
、
一
六
世
紀
後
半
の
日
本
に
接
近
し
た
西
洋
人

は
、
九
州
全
体
をIA

PO
N
IA

（Iapan
）
国
に
並
立
す
るBV

N
GO

（Bungo

）

国
と
錯
覚
し
て
認
識
し
て
い
た
わ
け
で
、
大
友
│
大
内
連
合
の
成
立
を
機
に
始
ま
っ

た
豊
後
大
友
氏
の
黄
金
時
代
が
、
実
質
的
に
は
第
一
・
第
二
ピ
ー
ク
あ
わ
せ
て
も
わ

ず
か
二
〇
年
の
期
間
に
し
か
及
ば
な
い
も
の
の
、
接
近
し
た
外
国
勢
力
の
目
に
は
九

州
全
域
に
勢
力
を
拡
大
し
た
、
ま
さ
に
「
九
州
大
邦
主
）
5
（

」
に
見
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

倭
寇
禁
圧
宣
諭
の
た
め
に
訪
れ
た
鄭
舜
功
と
後
述
す
る
蒋
洲
の
二
人
と
も
に
、
日
本

の
な
か
で
主
に
豊
後
に
滞
在
し
て
大
友
義
鎮
と
の
交
渉
に
最
も
力
を
注
い
で
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
、『
日
本
一
鑑
』
に
よ
る
と
鄭
舜
功
は
当
主
大
友
義
鎮
の
み
な
ら
ず
臼

杵
鑑
続
、
吉
岡
長
増
な
ど
、
加
判
衆
と
呼
ば
れ
る
当
該
期
大
友
政
権
中
枢
奉
行
人
七

名
と
も
交
渉
を
重
ね
て

い
る）6
（

こ
と
か
ら
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
み
な
ら
ず
中

国
の
明
側
か
ら
も
、
大

友
氏
が
九
州
島
各
地
に

盤
踞
す
る
日
本
人
倭
寇

を
制
御
し
う
る
実
質
的

な
九
州
の
支
配
者
と
見

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
番
目
に
注
目
し
た
い
の
は
、
翌
嘉
靖
三
五
（
弘
治
二
・
一
五
五
六
）
年
の
動
き

で
あ
る
。
楊
宜
に
代
わ
っ
て
浙
直
総
督
と
な
っ
た
胡
宗
憲
が
、
同
年
九
月
に
蒋
洲
と

陳
可
願
を
日
本
に
派
遣
す
る
。
そ
の
際
の
記
録
は
次
の
如
く
で
あ
る
。「
浙
直
総
督

胡
宗
憲
為
巡
撫
時
、
奏
差
生
員
陳
可
願
・
蒋
洲
、
往
諭
日
本
、
至
五
島
遇
王
直
・
毛

海
峯
、
先
送
可
願
還
、
洲
留
諭
各
島
、
至
豊
後
阻
留
、
転
令
使
僧
前
往
山
口
等
島
、

宣
諭
禁

、
於
是
、
山
口
都
督
源
義
長
、
且
咨
送
回
被

人
口
、
咨
乃
用
国
王
印
、

豊
後
太
守
源
義
鎮
、
遣
僧
徳
陽
等
、
具
方
物
、
奉
表
謝
罪
、
請
頒
勘
合
修
貢
、
護
送

洲
還
）
7
（

」。

　

胡
宗
憲
が
派
遣
し
た
蒋
洲
と
陳
可
願
は
、
日
本
の
五
島
で
ま
ず
王
直
ら
に
会
う
。

そ
し
て
陳
可
願
は
王
直
と
の
会
見
の
報
告
の
た
め
先
に
明
に
帰
り
、
蒋
洲
が
日
本
各

地
に
倭
寇
禁
制
を
諭
し
た
。
蒋
洲
は
豊
後
に
滞
在
し
、
使
者
を
山
口
に
派
遣
し
て
禁

令
宣
諭
し
た
。
そ
れ
を
受
け
た
山
口
の
戦
国
大
名
大
内
義
長
は
倭
寇
被

の
中
国
人

を
本
国
に
送
還
す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
王
の
印
を
用
い
て
朝
貢
し
て
き
た
。
一
方
、

豊
後
の
大
友
義
鎮
も
蒋
洲
を
本
国
ま
で
護
送
す
る
と
と
も
に
、
使
僧
徳
陽
に
貢
物
を

献
上
さ
せ
、
上
表
文
で
倭
寇
の
罪
を
謝
し
、
更
に
勘
合
頒
布
を
願
っ
て
朝
貢
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

蒋
洲
が
対
馬
宗
氏
に
宛
て
た
嘉
靖
三
五
（
弘
治
二
・
一
五
五
六
）
年
一
一
月
三
日

付
咨
文
）
8
（

（
巻
頭
口
絵
）
に
は
、「
近
年
以
来
、
日
本
各
島
小
民
、
假
以
買
売
為
名
、

屡
犯
中
国
辺
境
、
劫
掠
居
民
」
と
、
日
本
人
が
商
取
り
引
き
を
名
目
に
中
国
海
辺
に

侵
入
し
、
民
衆
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、「
自
旧
年
十
一
月
十
一
日
来
至
五

島
、
由
松
浦
・
博
多
、
已
往
豊
後
大
友
氏
会
議
、
即
蒙
遍
行
禁
制
各
島
賊
徒
、
備
有

回
文
、
撥
船
遣
徳
陽
首
座
等
、
進
表
貢
物
」
と
、
自
ら
が
五
島
か
ら
松
浦
、
博
多
を

経
て
豊
後
に
来
た
こ
と
、
豊
後
で
は
大
友
氏
と
会
合
し
て
倭
寇
禁
制
を
蒙
り
、
各
地

の
海
賊
衆
へ
の
回
文
も
得
た
こ
と
、
そ
し
て
徳
陽
が
上
表
文
と
貢
物
を
携
え
て
豊
後

か
ら
明
へ
発
つ
こ
と
等
を
連
絡
し
て
い
る
。

図2 　九州全体をBungo と
表記したベルチウスの
アジア図（部分）
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さ
て
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
こ
の
蒋
洲
の
宣
諭
を
受
け
て
の
大
内
義
長
と
大

友
義
鎮
の
対
応
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
内
義
長
が
使
用
し
た
日
本
国
王
の
印
は
、
現
在
、

毛
利
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
印
面
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
桜
材
の
木

製
「
日
本
国
王
之
印
」
で
、「
日
本
国
昔
年
欽
奉　

大
明
国
勅
賜
御
印
壱
顆
」
と
の

由
来
を
記
し
た
義
長
の
証
状
が
付
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
は
弘
治
二
（
嘉
靖

三
五
・
一
五
五
六
）
年
一
一
月
付
、
ま
さ
に
日
本
の
「
弘
治
」
年
号
で
あ
る
。
一
方
、

大
友
義
鎮
も
、
上
表
文
を
認
め
て
新
た
な
勘
合
の
頒
布
を
願
い
出
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
大
内
義
長
・
大
友
義
鎮
の
明
へ
の
交
渉
は
、
ま
さ
に
「
弘
治
」
年
間
西
日
本

の
有
力
戦
国
大
名
の
対
明
政
策
の
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
日
明

間
の
勘
合
貿
易
は
、
そ
の
末
期
に
お
い
て
実
質
的
に
は
大
内
氏
が
日
本
国
王
の
名
義

で
朝
貢
船
を
派
遣
し
て
い
た
。
中
国
側
で
も
、
大
内
氏
の
名
は
貿
易
の
継
承
者
と
し

て
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
大
友
家
か
ら
同
家
に
入
っ
た
義
長
は
、

ま
さ
に
そ
の
大
内
氏
の
名
に
拠
っ
て
貿
易
を
継
承
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

『
明
世
宗
実
録
』
で
は
「
豊
後
雖
有
進
貢
使
物
、
而
実
無
印
信
勘
合
、
山
口
雖
有
金

印
回
文
、
而
又
非
国
王
名
称
）
9
（

」
と
、
大
友
義
鎮
・
大
内
義
長
共
に
、
各
々
勘
合
の
不

備
と
国
王
名
を
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
朝
貢
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
大
内
義
長
が
「
回
文
」
に
捺
し
た
木
製
「
日
本
国
王
之
印
」（
模

造
印
）
の
印
影
が
、
明
側
で
は
か
つ
て
永
楽
二
（
応
永
一
一
・
一
四
〇
四
）
年
に
永

楽
帝
が
足
利
義
満
に
下
賜
し
た
正
規
の
「
金
印
」
の
印
影
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
室
町
将
軍
が
封
を
し
て
幕
府
の
庫
に
保
管
し
て
い
た
明
国
勅
賜
の
「
金

印
」
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
大
内
家
に
移
り
、
ま
た
、
ど
の
段
階
で
失
わ
れ
た
の
か

は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
義
長
が
大
内
家
家
督
を
継
い
だ
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）

年
の
段
階
で
は
既
に
正
規
の
「
金
印
」
は
失
わ
れ
て
い
た
。
前
述
の
対
馬
宗
氏
宛
て

と
同
内
容
の
嘉
靖
三
五
（
弘
治
二
・
一
五
五
六
）
年
一
一
月
三
日
付
咨
文
を
蒋
洲
の

使
者
か
ら
受
け
た
大
内
義
長
は
、
そ
の
月
の
う
ち
に
倭
寇
被

の
中
国
人
を
本
国
に

送
還
す
る
旨
の
回
文
を
認
め
て
、
模
造
し
た
木
製
「
日
本
国
王
之
印
」
を
捺
印
し
た

の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
蒋
洲
の
使
者
に
勅
賜
「
金
印
」
喪
失
の
事
実
を
悟
ら
れ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
模
造
印
影
に
「
日
本
国
昔
年
欽
奉　

大
明
国
勅
賜
御

印
壱
顆
」
と
の
由
来
を
記
し
た
花
押
入
り
の
証
状
を
作
成
し
、
残
存
し
て
い
た
勅
賜

金
印
箱
）
10
（

に
添
え
て
使
者
に
披
露
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
番
目
に
注
目
し
た
い
の
は
、
嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・
一
五
五
七
）
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
の
倭
寇
鎮
圧
の
な
か
で
の
日
本
側
戦
国
大
名
遣
明
使
節
の
動
き
で
あ
る
。

胡
宗
憲
は
、
倭
寇
の
中
国
側
の
最
大
の
首
領
で
あ
る
王
直
を
帰
順
さ
せ
る
た
め
、
次

の
史
料
の
如
く
、
そ
の
母
子
を
撫
犒
し
、
王
直
自
身
に
は
従
前
の
罪
を
許
し
、
又
海

禁
政
策
を
緩
和
し
て
貿
易
を
許
可
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
宗
（
胡
）憲
与
直
（
王
）同
郷
、

習
知
其
人
、
欲
招
之
、
則
迎
直
母
与
其
子
、
入
杭
厚
撫
犒
之
、
而
奏
遣
生
員
蒋
洲
等
、

持
其
母
与
子
書
、
往
諭
以
意
謂
、
直
等
来
、
悉
釈
前
罪
不
問
、
且
寛
海
禁
、
許
東
夷

市
、
直
等
大
喜
、
奉
命
即
伝
諭
各
島
如
山
口
・
豊
後
等
、
島
主
源（大
友
）義鎮
等
亦
喜
即

装
巨
舟
、
遣
夷
目
善
妙
等
四
十
余
人
、
随
直
等
来
貢
市
、
以
十
月
初
、
至
舟
山
之
岑

港
泊
焉
）
11
（

」。

　

胡
宗
憲
の
海
禁
緩
和
政
策
を
知
っ
た
王
直
は
、
山
口
、
豊
後
を
は
じ
め
西
日
本
各

地
の
領
主
に
連
絡
し
た
。
互
市
の
許
可
を
知
っ
た
大
友
義
鎮
は
、
早
速
に
「
巨
舟
」

を
建
造
し
、
使
僧
善
妙
ら
四
十
余
人
を
帰
国
す
る
王
直
に
随
行
さ
せ
、
彼
ら
は
一
〇

月
初
め
に
浙
江
省
舟
山
島
の
岑
港
に
着
岸
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
許
可
さ
れ
て
入
港
し

た
は
ず
の
こ
の
貿
易
船
団
が
岑
港
で
受
け
た
処
遇
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。「
岑
港

倭
凡
五
百
余
人
、
於
三（嘉
靖
）
十
六
年
十
一
月
、
随
王
直
至
求
市
易
、
及
王
直
被
擒
、
見
官

兵
侵
逼
焼
船
」、「
海
（
毛
）峰
遂
絶
与
倭
目
善
妙
等
、
列
柵
舟
山
、
阻
岑
港
而
守
、
官
軍
四

面
囲
之
）
12
（

」。
一
行
は
岑
港
に
上
陸
し
た
が
、
王
直
が
明
政
府
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
配
下
の
毛
海
峰
は
大
友
氏
の
使
僧
善
妙
ら
と
分
か
れ
て
防
御
柵
を
並

べ
、
四
面
を
取
り
囲
む
明
の
官
軍
の
岑
港
入
港
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

胡
宗
憲
の
海
禁
緩
和
・
互
市
許
可
の
政
策
は
、
倭
寇
の
頭
目
王
直
を
捕
ら
え
る
た
め

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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の
策
略
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
に
同
行
し
て
入
港
し
た
大
友
義
鎮
の
船
団
も
、
明
政

府
か
ら
は
海
賊
船
団
の
一
味
（
ま
さ
し
く
倭
寇
）
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ

る
）
13
（

。
岑
港
で
の
攻
防
で
船
を
焼
か
れ
た
大
友
氏
の
遣
使
一
行
は
、
舟
山
内
陸
部
の

「
上
山
拠
険
屯
駐
」
し
、
翌
嘉
靖
三
七
（
弘
治
四
＝
永
禄
元
・
一
五
五
八
）
年
七
月

に
「
携
帯
桐
油
鉄
釘
、
移
駐
柯
梅
、
造
舟
」
と
、
造
船
用
物
資
を
調
え
て
岑
港
の
裏

手
の
柯
梅
に
移
り
、
新
た
な
船
の
建
造
に
取
り
掛
か
る
。
こ
の
一
行
に
対
し
、
明
側

も
厳
し
い
攻
撃
を
仕
掛
け
る
の
で
あ
る
が
、「
浙
江
岑
港
倭
徒
、
巣
柯
梅
、
総
督
侍

郎
胡
宗
憲
屡
督
兵
討
之
、
不
能
克
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
遣
使
団
は
同
年
の
「
至

十
一
月
舟
成
、
於
十
三
日
開
洋
去
」
る
が
、
こ
の
時
の
明
官
兵
に
よ
る
攻
撃
も
そ
の

末
船
を
捕
ら
え
た
の
み
で
、
本
船
は
南
洋
に
下
海
し
て
い
っ
た
こ
と
が
「
浙
江
柯
梅

倭
、
駕
舟
出
海
、
総
兵
兪
大
猷
等
、
自
沈
家
門
引
舟
師
、
横
撃
之
、
沈
其
末
艘
、
稍

有
斬
獲
、
各
賊
舟
趨
洋
南
去
」
と
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
交
渉
に
失
敗
し
て
舟
山
の
柯
梅
を
発
っ
た
大
友
氏
の
派
遣
船
団
は
、

そ
の
後
帰
国
の
途
に
就
い
た
の
で
は
な
く
、
中
国
沿
岸
を
更
に
南
下
し
て
、
今
度
は

福
建
省
の
浯
嶼
に
現
れ
て
い
る
。「
浙
江
前
歳
舟
山
倭
、
移
舟
南
来
者
、
尚
屯
浯
嶼
」、

あ
る
い
は
「
福
建
浯
嶼
倭
、
始
開
洋
去
、
此
前
舟
山
寇
、
随
王
直
至
岑
港
者
也
」
と

の
記
録
）
14
（

が
そ
れ
を
明
示
し
て
い
る
が
、
実
は
明
政
府
の
厳
し
い
攻
撃
を
受
け
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
巧
み
に
か
わ
し
て
華
南
海
域
で
商
取
引
を
行
お
う
と
す
る
こ
の
船
団
の

姿
こ
そ
、
一
六
世
紀
倭
寇
の
組
織
実
体
の
一
端
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

統
一
権
力
を
も
た
な
い
地
域
分
権
の
時
代
と
も
言
え
る
日
本
の
戦
国
時
代
に
お
い

て
、
そ
の
地
域
公
権
を
担
っ
た
各
戦
国
大
名
の
な
か
で
も
、
大
友
義
鎮
や
大
内
義
長

の
よ
う
に
環
シ
ナ
海
域
の
一
角
（
九
州
や
中
国
地
方
）
に
領
国
を
有
し
、
大
船
）
15
（

を
建

造
す
る
技
術
と
財
力
を
も
ち
、
さ
ら
に
直
轄
水
軍
を
軸
に
領
国
沿
岸
の
海
上
勢
力
を

組
織
し
う
る
政
治
力
と
軍
事
力
を
保
持
し
た
人
物
は
、
明
政
府
か
ら
は
、
倭
寇
組
織

の
う
ち
の
日
本
側
構
成
員
を
統
轄
・
制
御
し
う
る
最
上
級
首
領
と
見
な
さ
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
。
弘
治
年
間
直
前
の
天
文
二
〇
年
代
に
肥
後
の
戦
国
大
名
相
良
氏
が
不

知
火
海
か
ら
派
遣
し
た
遣
明
船
に
関
わ
る
史
料
を
分
析
し
た
田
中
健
夫
氏
は
、「
朝

貢
船
以
外
の
外
国
船
は
す
べ
て
密
貿
易
船
す
な
わ
ち
倭
寇
と
す
る
中
国
側
の
常
識
に

た
て
ば
、
不
知
火
海
の
渡
唐
船
は
日
本
側
で
は
た
と
え
そ
れ
を
普
通
の
通
商
貿
易
船

と
考
え
て
い
た
に
し
て
も
、
中
国
側
に
と
っ
て
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
倭
寇
船
だ
っ
た）16
（

」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

舟
山
か
ら
福
建
の
浯
嶼
に
移
っ
た
大
友
義
鎮
の
船
団
は
、
明
政
府
に
対
す
る
勘
合

貿
易
継
承
工
作
に
失
敗
し
、
沿
岸
警
備
の
手
薄
な
華
南
海
域
で
の
密
貿
易
交
渉
に
切

り
換
え
よ
う
と
す
る
、
日
本
の
戦
国
大
名
の
貿
易
姿
勢
の
転
換
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
転
換
後
の
活
動
こ
そ
、
朝
貢
体
制
の
枠
組
み
を
か
い
潜
っ
て
活
動
す
る
日
本
の
地

域
領
主
（
日
本
国
内
史
的
に
は
戦
国
大
名
）
の
ア
ジ
ア
外
交
の
実
質
的
姿
勢
と
言
え

よ
う
。
一
六
世
紀
の
日
本
の
大
内
義
長
や
大
友
義
鎮
は
、
国
内
史
的
に
は
日
本
列
島

周
縁
部
に
位
置
す
る
戦
国
大
名
で
あ
る
が
、
中
国
を
中
心
と
し
た
環
シ
ナ
海
域
の
世

界
秩
序
の
な
か
で
は
、
朝
貢
体
制
下
の
通
交
秩
序
に
則
っ
た
対
明
交
渉
者
の
一
員
と

し
て
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
交
渉
に
よ
る
実
益
が
見
込
め
な
い

と
判
断
し
た
瞬
間
か
ら
は
倭
寇
的
勢
力
と
し
て
の
実
像
を
顕
在
化
さ
せ
る
と
い
う
、

階
級
的
二
重
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
明
側
の
浙
直
総
督
胡
宗
憲
や
工
部
侍
郎
趙
文
華
か
ら
す
る
と
、
嘉
靖
期
の

倭
寇
活
動
の
な
か
で
も
特
に
、
王
直
と
結
託
し
て
公
許
を
得
な
い
密
貿
易
を
行
お
う

と
す
る
日
本
の
有
力
戦
国
大
名
の
渡
航
船
団
の
末
端
の
活
動
は
、
冊
封
体
制
と
い
う

国
家
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
外
患
（
ま
さ
し
く
倭
寇
）
で
あ
っ
た
。
な
か
で

も
、
倭
寇
禁
圧
要
請
の
た
め
に
、
嘉
靖
三
四
（
弘
治
元
・
一
五
五
五
）
年
に
派
遣
し

て
翌
嘉
靖
三
五
（
弘
治
二
・
一
五
五
六
）
年
に
帰
国
し
た
鄭
舜
功
や
、
同
じ
く
嘉
靖

三
四
（
弘
治
元
・
一
五
五
五
）
年
に
派
遣
し
て
嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・
一
五
五
七
）

年
に
帰
国
し
た
蒋
洲
に
同
行
す
る
か
た
ち
で
朝
貢
を
求
め
て
き
た
大
内
義
長
と
大
友

義
鎮
の
遣
明
船
の
動
き
は
、
明
側
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
蒋
洲
か
ら
の
禁
圧
咨
文
を
受
け
た
大
内
義
長
は
、
大
内
家
に
伝
わ
る
木
製
「
日
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本
国
王
之
印
」
の
印
影
に
、「
日
本
国
昔
年
欽
奉　

大
明
国
勅
賜
御
印
壱
顆
」
と
記

し
た
「
弘
治
」
二
年
一
一
月
付
の
証
状
を
附
属
さ
せ
て
入
貢
（
い
わ
ゆ
る
偽
使
入
貢
）

す
る
こ
と
で
、「
金
印
」
と
「
回
文
」
の
照
合
に
ま
で
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

国
王
名
称
の
相
違
を
理
由
に
朝
貢
要
求
を
退
け
ら
れ
た
こ
の
大
内
船
団
は
、
近
海
で

の
密
貿
易
交
渉
に
切
り
替
え
て
実
利
を
得
て
、
倭
寇
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
胡
宗
憲

や
趙
文
華
を
大
い
に
悩
ま
せ
、
日
本
「
弘
治
」
の
倭
寇
と
し
て
大
き
く
イ
メ
ー
ジ
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
帰
国
す
る
王
直
に
同
行
す
る
か
た
ち
で

嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・
一
五
五
七
）
年
一
〇
月
に
舟
山
島
の
岑
港
に
入
港
し
て
朝
貢

を
求
め
て
き
た
大
友
義
鎮
の
渡
航
船
に
つ
い
て
は
、『
明
世
宗
実
録
』
に
あ
え
て
「
巨

舟
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
船
の
大
き
な
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
杭
州
湾

の
入
り
口
に
浮
か
ぶ
舟
山
島
は
、
日
本
の
種
子
島
ほ
ど
の
小
島
で
、
そ
の
周
囲
に
は

東
シ
ナ
海
を
行
き
交
う
朝
貢
船
が
頻
繁
に
往
来
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
数
多
く
の

渡
航
船
の
な
か
で
も
、
あ
え
て
「
巨
舟
」
と
称
さ
れ
た
大
友
船
は
、
ま
さ
に
物
理
的

に
大
き
な
構
造
船
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
王
直
ら
と
連
携
し
て
密

貿
易
を
行
お
う
と
す
る
巨
大
倭
寇
船
団
で
あ
っ
た
。

　
『
抗
倭
図
巻
』
と
『
倭
寇
図
巻
』
の
制
作
者
が
、
沿
岸
を
襲
撃
す
る
倭
寇
船
の
船

旗
に
あ
え
て
「
弘
治
」
の
日
本
年
号
を
記
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
、「
弘
治
」
年
間

の
日
本
か
ら
中
国
沿
海
部
に
渡
航
し
て
倭
寇
的
密
貿
易
や
略
奪
を
行
っ
た
倭
寇
船
を

作
画
モ
チ
ー
フ
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、『
明
世
宗
実
録
』『
日
本
一

鑑
』
や
日
本
に
残
存
す
る
日
明
交
渉
関
係
の
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
期
間
に
数
度
に

わ
た
っ
て
中
国
に
渡
航
船
を
派
遣
し
て
大
規
模
に
倭
寇
的
活
動
を
行
っ
た
の
は
、
日

本
の
戦
国
大
名
大
内
義
長
と
大
友
義
鎮
に
よ
る
派
遣
船
団
で
あ
っ
た
。「
巨
舟
」
を

操
り
、「
弘
治
」
年
署
名
の
証
状
を
付
し
た
「
日
本
国
王
之
印
」
印
影
を
使
っ
て
朝

貢
を
求
め
て
き
た
彼
ら
の
船
団
は
、
明
の
海
防
担
当
者
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
で

あ
っ
た
。
実
際
、
朝
貢
を
拒
絶
さ
れ
た
瞬
間
か
ら
彼
ら
は
、
倭
寇
的
勢
力
と
し
て
の

実
像
を
現
し
て
、
沿
岸
警
備
の
手
薄
な
地
域
に
回
り
込
ん
で
、
王
直
ら
と
結
託
し
て

密
貿
易
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
商
取
引
を
拒
ま
れ
た
際
に
は
強
奪
行
為
に
及
ん
だ
。

浙
直
総
督
胡
宗
憲
と
工
部
侍
郎
趙
文
華
は
、
こ
う
し
た
日
本
「
弘
治
」
の
大
倭
寇
を

取
り
締
ま
る
べ
く
動
き
、
嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・
一
五
五
七
）
年
に
そ
の
中
国
側
誘

引
者
の
王
直
を
捕
縛
し
、
翌
年
に
は
王
直
ら
と
結
託
し
て
い
た
大
友
義
鎮
の
使
僧
の

徳
陽
や
善
妙
ら
を
退
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
の
両
絵
巻
は
、
こ
う
し
た
日
本
「
弘
治
」
年
間
の
一

連
の
倭
寇
を
撃
退
し
、
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
の
大
倭
寇
を
終
息
さ
せ
た
戦
功
の
記
録
と
し

て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
明
代
絵
画
史
の
立
場
か
ら
両
絵
巻
と
関
連
史
料

を
考
察
し
た
馬
雅
貞
氏
は
、『
抗
倭
図
巻
』
の
描
写
内
容
が
、
清
の
張
鑑
が
ま
と
め

た
『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
る
文
徴
明
作
の
『
胡
梅
林
平
倭
図

巻
』（
阮
元
所
蔵
）
の
解
説
文
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
抗
倭
図
巻
』
に

登
場
す
る
中
国
側
の
文
官
・
武
官
の
人
物
比
定
に
成
功
し
て
い
る）17
（

。
馬
氏
に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
画
中
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
特
定
で
き
る
図
は
、
中
国
に
お
け
る
文
官
戦
勲
図

に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、『
抗
倭
図
巻
』
と
『
倭
寇
図
巻
』、
お
よ
び
『
胡
梅

林
平
倭
図
巻
』
は
、
い
ず
れ
も
胡
宗
憲
の
倭
寇
平
定
の
顕
彰
と
関
係
の
深
い
作
例
で

あ
る
と
言
う
。

　

馬
氏
の
研
究
は
極
め
て
貴
重
な
成
果
と
言
え
る
が
、
た
だ
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
三
つ
の
倭
寇
図
の
制
作
主
題
が
微
妙
に
変
化
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
須
田
牧
子
氏
は
、
嘉
靖
三
五
（
弘
治
二
・

一
五
五
六
）
年
八
月
に
中
国
人
倭
寇
の
首
領
で
あ
っ
た
徐
海
の
誘
殺
に
成
功
し
た
乍

浦
・
梁
荘
の
戦
い
の
戦
勝
を
描
い
た
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
を
「
ほ
か
の
二
種
よ
り

も
原
・
倭
寇
図
巻
に
近
い
」
と
判
断
し
、
ま
た
、
模
本
作
成
の
過
程
で
胡
宗
憲
個
人

の
顕
彰
か
ら
倭
寇
に
対
す
る
明
軍
の
勝
利
と
い
う
一
般
的
物
語
へ
と
主
題
が
展
開
変

化
し
て
い
き
、
そ
の
過
程
で
、
絵
巻
主
題
の
設
定
年
も
、
乍
浦
・
梁
荘
の
戦
い
の
年

か
ら
「
嘉
靖
大
倭
寇
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
事
件
と
し
て
語
ら
れ
た
王
直
捕
縛
の
年

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る）18
（

が
、
筆
者
も
基
本
的
に
は
同
感
で
あ
る
。
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三
点
の
倭
寇
図
の
制
作
主
題
の
変
遷
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
…
嘉
靖
三
五
年
八
月
の
乍
浦
・
梁
荘
の
戦
い
で
倭
寇
の
首

領
徐
海
の
退
治
に
成
功
し
た
胡
宗
憲
の
戦
功
を
描
い
た
も
の
。
中
国
人
倭
寇
の
鎮
圧

が
主
題
で
あ
る
た
め
、
描
か
れ
た
倭
寇
船
の
船
旗
に
「
日
本
弘
治
」
の
年
号
は
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
（
図
を
詳
細
に
解
説
し
た
張
鑑
『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
に
も
「
日

本
弘
治
」
の
文
言
は
出
て
こ
な
い
）。

②
『
抗
倭
図
巻
』
…
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
を
原
図
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
で
制
作

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
絵
巻
の
主
題
は
胡
宗
憲
に
よ
る
よ
り
最
終
的
な
嘉
靖
大
倭
寇

の
鎮
圧
・
終
焉
を
象
徴
す
る
舟
山
島
で
の
王
直
捕
縛
と
日
本
人
倭
寇
撃
退
の
物
語
に

変
更
し
た
た
め
、
絵
巻
中
央
部
で
明
軍
と
対
峙
す
る
倭
寇
船
と
、
右
端
で
沿
岸
襲
撃

す
る
船
団
の
う
ち
の
最
も
大
き
な
倭
寇
船
と
い
う
、
メ
イ
ン
の
二
つ
の
倭
寇
船
に

「
日
本
弘
治
」
の
船
旗
を
描
き
加
え
た
。
①
か
ら
②
へ
の
主
題
の
変
遷
に
は
、「
平
倭
」

や
「
抗
倭
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
戦
勲
図
で
あ
る
か
ら
に
は
「
倭
」（
日
本
）
を
登
場

さ
せ
る
べ
き
と
す
る
中
国
側
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
も
想
定
で
き
よ
う
。

③
『
倭
寇
図
巻
』
…
『
抗
倭
図
巻
』
同
様
、
胡
宗
憲
に
よ
る
嘉
靖
大
倭
寇
の
最
終
的

鎮
圧
を
描
い
た
も
の
で
、
遠
来
す
る
倭
寇
船
旗
に
「
弘
治
」
の
日
本
年
号
を
描
く
も

の
の
、
メ
イ
ン
の
倭
寇
船
二
艘
が
掲
げ
る
旗
か
ら
は
そ
の
文
言
は
消
え
て
い
る
。
明

軍
官
船
上
の
首
級
や
被

倭
人
の
姿
も
省
略
さ
れ
て
お
り
、「
平
倭
」
や
「
抗
倭
」

の
意
識
が
あ
る
程
度
希
薄
化
し
た
段
階
の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
。

　

胡
宗
憲
に
よ
る
倭
寇
平
定
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
戦
功
図
や
戦
功
記
と
し
て
は
、
こ

の
他
に
『
胡
少
保
平
倭
戦
功
』
と
い
う
文
献
史
料
も
あ
り
、「
先
臣
少
保
胡
宗
憲
」

（「
姓
胡
、
雙
諱
『
宗
憲
』、
號
梅
林
」）
が
、
嘉
靖
年
間
の
王
江
涇
や
乍
浦
・
梁
荘
で

の
戦
い
や
蒋
洲
と
陳
可
願
の
日
本
へ
の
宣
諭
派
遣
を
経
て
倭
寇
船
団
を
舟
山
島
岑
港

に
誘
い
込
み
、
最
終
的
に
王
直
を
捕
縛
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
顚
末
が
記
録
さ
れ
て

い
る）19
（

。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
記
録
で
は
、
王
直
一
派
の
岑
港
入
港
に
つ
い
て
、

「
王
直
遂
着
王

、
葉
宗
満
等
統
領
大
小
海
船
、
鋭
卒
千
餘
、
蜂
擁
而
来
、
執
無
印

表
文
、
詐
称
豊
洲
王
入
貢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
真

意
を
確
認
す
る
た
め
に
胡
宗
憲
の
も
と
に
遣
わ
し
た
王

が
戻
っ
た
こ
と
で
、
王
直

は
、
配
下
の
葉
宗
満
ら
に
大
小
の
海
船
に
千
名
の
卒
兵
を
乗
せ
て
岑
港
に
入
港
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
船
団
の
中
に
は
「
豊
洲
王
」（
豊
後
国
王
＝
大
友
義
鎮
）

派
遣
の
善
妙
ら
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
か
つ
て
明
側
に
真
印

と
見
ま
ち
が
わ
せ
た
模
造
「
日
本
国
王
之
印
」
を
有
す
る
大
内
氏
の
使
節
は
同
行
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
は
「
日
本
国
王
之
印
」
捺
印
の
な
い
表
文
を
携
え
た
「
豊

洲
王
」
の
詐
称
船
団
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
戦
国
大
名
の
水
軍
と
倭
寇

　
『
抗
倭
図
巻
』『
倭
寇
図
巻
』
の
両
絵
巻
に
描
か
れ
る
「
弘
治
」
年
旗
の
倭
寇
船
の

派
遣
主
体
が
、
日
本
の
戦
国
大
名
大
内
義
長
や
大
友
義
鎮
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
絵
巻
の
な
か
で
中
国
沿
岸
部
の
村
に
上
陸
し
て
略
奪
行
為
を
は
た
ら
き
、
出
撃

し
て
き
た
明
軍
と
戦
っ
て
い
る
人
物
は
、
日
本
の
戦
国
大
名
の
も
と
に
組
織
化
さ
れ

た
水
軍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

長
門
の
赤
間
関
や
豊
後
の
佐
賀
関
等
、
海
に
面
し
た
自
己
の
領
国
内
に
優
れ
た
港

湾
を
有
し
、
古
代
か
ら
の
海
辺
生
活
民
を
中
世
後
期
に
家
臣
化
し
て
い
っ
た
西
日
本

の
戦
国
大
名
の
も
と
に
、
優
れ
た
水
軍
組
織
が
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
幾
多
の
先
学
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
一
六
世
紀
の
後
半
、
大
友
氏
の
水
軍
大
将
と
称
さ
れ
た
若
林

一
族
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

　

中
世
後
期
に
戦
国
大
名
大
友
氏
の
水
軍
組
織
と
し
て
編
成
さ
れ
る
若
林
氏
は
、
古

代
の
海
部
の
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
豊
後
国
海
部
郡
を
舞
台
に
成
長
を
遂
げ
た
海
の

領
主
で
あ
る
。
若
林
氏
の
本
貫
地
は
、
佐
賀
関
半
島
南
部
で
臼
杵
湾
に
面
し
た
海
部

郡
佐
賀
郷
一
尺
屋
で
あ
る
。
黒
潮
が
北
上
す
る
豊
後
水
道
は
、
伊
予
の
佐
田
岬
と
豊

後
の
佐
賀
関
半
島
が
向
か
い
合
う
豊
予
海
峡
（
速
吸
瀬
戸
）
で
急
激
に
狭
ま
る
が
、
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半
島
の
先
端
部
の
佐
賀
関
と
、
そ
の
南
方
の
一
尺
屋
は
、
と
も
に
外
洋
航
路
と
内
海

航
路
の
境
界
に
位
置
す
る
港
町
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

若
林
氏
の
在
地
領
主
制
が
海
を
基
盤
と
し
た
海
部
郡
の
歴
史
と
伝
統
の
う
え
に
展

開
し
た
こ
と
は
、
伝
来
し
た
史
料
群
の
随
所
に
明
証
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
六
世
紀

初
頭
の
若
林
源
六
お
よ
び
越
後
守
が
大
友
氏
へ
渡
し
た
贈
答
品
と
し
て
史
料
上
に
確

認
で
き
る
の
は
、「
鯛
」「
塩
鯛
」「
い
か
」
等
の
海
産
物
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
豊

後
水
道
か
ら
の
特
産
物
の
贈
与
を
受
け
た
大
友
親
治
は
「
近
比
見
事
に
て
候
」
と
感

嘆
し
た
礼
状
を
送
っ
て
い
る）20
（

。
ま
た
、
漁
獲
の
た
め
の
網
に
関
し
て
も
、
大
友
政
親

が
若
林
源
六
に
「
し
き
あ
ミ
の
い
と
」（
敷
網
の
糸
）
を
催
促
し
た
事
例
）
21
（

や
、
天
文

末
年
に
大
友
義
鑑
が
真
那
井
の
渡
辺
氏
の
も
と
に
払
底
し
て
い
た
「
網
」
を
、
海
部

郡
の
上
野
氏
や
若
林
氏
の
も
と
か
ら
調
達
し
よ
う
と
し
た
事
例
）
22
（

が
散
見
さ
れ
る
。
若

林
氏
の
生
産
活
動
が
ま
さ
に
海
か
ら
の
恩
恵
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
事
実
を
こ
れ

ら
の
史
料
は
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
前
後
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
若
林
家
当
主
若
林
鎮
興
書
状
で
は
、
一
族
の
人
物
に
対
し
て
、「
御
り（
料
）
や
う

田
」
と
「
居
屋
敷
」
に
加
え
て
「
敷
網
船
」
の
父
親
か
ら
の
相
続
を
了
承
し
て
い
る）23
（

。

海
部
の
伝
統
を
有
す
る
海
の
領
主
若
林
氏
に
と
っ
て
、
海
上
に
浮
か
ぶ
船
は
、
陸
上

で
占
有
す
る
土
地
や
屋
敷
と
並
ぶ
重
要
な
相
続
財
産
で
あ
っ
た
。
こ
の
船
の
相
続
と

い
う
事
実
に
加
え
て
、
さ
ら
に
一
五
世
紀
後
半
の
若
林
仲
秀
は
、
居
屋
敷
と
し
て

「
水
居
船
」
を
構
え
、
大
友
氏
の
た
め
に
「
海
上
御
用
」
の
馳
走
奉
公
を
す
る
と
述

べ
て
い
る）24
（

。「
水
居
船
」
と
は
、
一
般
に
「
家
船
」
と
呼
称
さ
れ
る
水
上
生
活
船
の

こ
と
で
あ
り
、
中
世
の
若
林
氏
が
、
豊
後
水
道
の
海
岸
部
に
領
地
を
有
し
な
が
ら
、

長
期
間
の
船
上
生
活
に
対
応
可
能
な
船
を
経
営
し
て
、
土
地
・
屋
敷
と
と
も
に
船
を

代
々
相
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

さ
て
、
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
も
し
く
は
そ
の
翌
年
に
比
定
さ
れ
る
若
林
越

後
入
道
宛
の
大
友
義
統
書
状
に
、「
態
染
筆
候
、
仍
至
口
津
無
餘
儀
用
所
之
子
細
候
、

打
続
辛
労
雖
無
盡
期
候
、
舟
一
艘
可
預
馳
走
候
、
上
乗
・
水
主
・
武
具
以
下
、
手
堅

可
被
申
付
事
肝
要
候
）
25
（

」
と
の
一
文
が
あ
る
。
書
状
は
、「
舟
一
艘
」
を
豊
後
か
ら
肥

前
の
島
原
半
島
南
端
の
港
町
「
口
津
」（
口
之
津
）
へ
派
遣
す
る
内
容
で
あ
る
が
、

注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
船
派
遣
に
際
し
て
義
統
が
「
上
乗
」
や
「
水
主
」
の
編
成

を
若
林
氏
に
指
示
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

　

大
友
氏
が
各
地
に
派
遣
し
た
船
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
乗
り
込
み
、
ま
た
船
を
ど

の
よ
う
な
人
々
が
操
舵
し
た
か
に
つ
い
て
、
史
料
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
大
友
義
統
軍
忠
注
進
披
見
状
に
よ
る
と
、
大
友

水
軍
若
林
氏
に
よ
る
「
警
固
船
」
の
乗
組
員
の
状
況
が
あ
る
程
度
推
測
可
能
で
あ
る
。

﹇
史
料
一
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（（
大
友
義
統
）

花
押
）

天
正
八
年
八
月
廿
日
従
上
表
兵
船
立
下
、
於
安
岐
切
寄
表
懸
合
防
戦
、
依
被
砕

手
、
退
散
之
刻
、
向
地
室（室
積
）冨口
迄
付
送
、
諸
警
固
船
帰
津
之
砌
、
同
廿
二
若

林
中
務
少
輔
敵
船
一
艘
切
取
、
鎮
興
自
身
分
捕
高
名
、
其
外
親
類
被
官
討
捕
頸

着
到
、
銘
々
加
披
見
訖
、

　
　
　
　

頸
野
田
弥
右
衛
門
一　
　
　
　

若
林
中
務
少
輔討
之

　
　
　
　

頸
小
田
原
丹
後一　

　
　
　

若
林
因
幡
守討
之

　
　
　
　

頸
一　
　
　
　

若
林
九
郎
兵
衛
尉討
之

　
　
　
　

頸
一　
　
　
　

幸
野
勘
介討
之

　
　
　
　

頸
一　
　
　
　

丸
尾
野
新
五
兵
衛
尉討
之

　
　
　
　

頸
一　
　
　
　

合
澤
市
介討
之

　
　
　
　
　
　
　

被
疵
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

首
藤
源
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
左
衛
門
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已
上
）
26
（

、

　

史
料
は
、
毛
利
氏
の
「
兵
船
」
と
大
友
氏
の
「
警
固
船
」
に
よ
る
海
上
合
戦
の
際

の
軍
忠
注
進
披
見
状
で
あ
る
。
天
正
八
（
一
五
八
〇
）
年
八
月
二
〇
日
、
豊
後
国
国

東
郡
の
安
岐
郷
に
攻
め
て
来
た
毛
利
氏
の
「
兵
船
」
に
対
し
、
大
友
氏
の
水
軍
衆
は

防
戦
し
、
退
散
す
る
敵
船
を
周
防
国
熊
毛
郡
の
「
室
冨
」（
室
積
）
ま
で
追
跡
し
た
。

二
日
後
の
二
二
日
、
豊
後
へ
帰
国
途
中
の
周
防
灘
で
敵
船
と
遭
遇
し
た
若
林
中
務
少

輔
鎮
興
の
一
行
は
、「
敵
船
一
艘
切
取
」
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
軍
忠
注
進
披
見
状
に
は
、
若
林
氏
当
主
の
中
務
少
輔
鎮
興
を
は
じ
め
、「
其

外
親
類
被
官
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
当
該
期
の
大
友
氏

の
「
警
固
船
」
乗
組
員
の
構
成
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
主
の
若
林

中
務
少
輔
に
続
く
若
林
因
幡
守
以
下
九
名
の
人
物
が
、
同
史
料
上
で
若
林
家
の
「
親

類
」
と
称
さ
れ
る
一
族
、
お
よ
び
「
被
官
」
と
称
さ
れ
る
同
家
の
封
建
的
従
者
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
林
氏
の
警
固
活
動
は
、
同
氏
の
当
主
を
中
心
に
、
親
類
衆
や
被

官
衆
の
組
織
化
の
う
え
に
成
り
立
つ
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
友
氏
か
ら
の
指
示

を
受
け
た
若
林
氏
当
主
に
よ
っ
て
「
上
乗
」
や
「
水
主
」
と
し
て
の
乗
船
を
命
じ
ら

れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
親
類
・
被
官
衆
で
あ
る
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
の
な
か
に
は
、
戦
国
大
名
の
遣
明
船
に
「
上
乗
」
や
「
水
主
」
と

し
て
乗
船
し
、
大
名
の
使
節
や
使
僧
、
あ
る
い
は
貿
易
商
人
を
中
国
へ
送
り
届
け
る

重
要
な
任
務
を
担
っ
た
人
物
も
い
た
と
思
わ
れ
る
。
若
林
氏
同
様
、
佐
賀
関
を
本
拠

と
す
る
大
友
氏
の
水
軍
衆
上
野
家
に
伝
わ
る
「
家
譜
」
に
よ
る
と
、
上
野
親
俊
は
弘

治
二
（
一
五
五
六
）
年
に
「
軍
船
惣
頭
」
と
し
て
「
明
朝
ノ
使
来
着
」（
蒋
洲
の
豊

後
渡
来
）
の
際
に
山
口
に
禁
令
宣
諭
す
る
明
人
使
者
を
関
門
海
峡
ま
で
護
送
し
、
ま

た
、
上
野
統
知
は
「
大
内
義
隆
ニ
頼
、
天
文
十
六
未
年
義
隆
明
ニ
公
使
ノ
時
、
十
一

歳
ニ
テ
随
兵
」
し
て
い
る
。
明
側
へ
の
朝
貢
要
求
を
拒
絶
さ
れ
る
と
、
彼
ら
は
、
密

貿
易
船
の
「
上
乗
」
や
「
水
主
」
と
化
し
、
日
本
刀
や
弓
、
槍
を
構
え
て
、
出
撃
し

て
き
た
明
軍
と
戦
う
海
戦
集
団
（
倭
寇
）
と
し
て
の
姿
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
『
抗
倭
図
巻
』
の
後
半
部
分
に
は
、
戦
い
に
敗
れ
て
、「
浙
直
文
武
官
僚
」
の
旗
を

掲
げ
た
明
軍
総
督
胡
宗
憲
の
も
と
に
連
行
さ
れ
る
三
名
の
倭
寇
が
描
か
れ
て
い
る

（
図
3
）。
ま
た
、
戦
勝
し
た
明
側
の
軍
船
上
に
も
、
手
足
を
拘
束
さ
れ
た
被

倭
人

四
名
と
、明
側
が
討
ち
取
っ
た
倭
寇
の
首
級
八
〜
九
個
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
（
図
4
）。

乍
浦
・
梁
荘
の
戦
い
を
描
い
た
『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
の
方
に
も
同
様
の
図
が
描
か

れ
て
い
た
ら
し
く
、
張
鑑
の
『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
で
は
、
連
行
さ
れ
る
三
名
の

倭
寇
を
徐
洪
（
徐
海
の
弟
）・
陳
東
・
麻
葉
（
と
も
に
徐
海
一
党
）
に
あ
て
、
被

倭
人
の
一
人
を
「
辛
五
郎
」
と
い
う
徐
海
傘
下
の
日
本
人
倭
寇
と
比
定
し
て
い
る）27
（

。

こ
れ
ら
の
光
景
は
、
ま
さ
に
前
掲
﹇
史
料
一
﹈
で
、
大
友
氏
の
水
軍
大
将
若
林
鎮
興

の
「
自
身
分
捕
高
名
」（
大
将
自
身
が
敵
将
を
討
ち
取
っ
た
手
柄
）
と
、「
其
外
親
類

被
官
討
捕
頸
着
到
」（
従
軍
し
た
乗
組
員

が
討
ち
取
っ
た
敵
の
首
級
（
頸
）
が
論
功

行
賞
の
材
料
と
し
て
大
友
義
統
の
も
と
に

図4　明船上の首級と拘束された被 倭人
　　　（『抗倭図巻』）　　　　　　　　

図3　連行される3名の倭寇
　　　（『抗倭図巻』）
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届
け
ら
れ
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
事
態
の
裏
返
し
の
状
況
で
あ
る
。
日
本
国
内
の
瀬

戸
内
海
で
あ
ろ
う
が
、
東
シ
ナ
海
を
渡
っ
た
中
国
の
沿
岸
で
あ
ろ
う
が
、
海
上
で
の

合
戦
に
直
面
し
た
戦
国
大
名
水
軍
の
末
端
構
成
員
た
ち
は
、
常
に
生
死
の
際
に
あ
っ

て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
、
日
中
双
方
の
古
文
書
と
絵
画
史
料
が
証
明
し
て
い
る
。

　

明
軍
の
厳
し
い
攻
撃
の
前
に
捕
ら
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
首
を
は
ね
ら
れ
た
倭
寇
が

い
る
一
方
で
、
攻
撃
の
網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
て
密
貿
易
を
成
就
さ
せ
た
人
物
も
少

な
か
ら
ず
い
た
。
相
続
財
産
と
し
て
の
「
敷
網
船
」
や
「
水
居
船
」
の
経
営
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
な
か
に
は
造
船
の
技
術
と
知
識
を
兼
ね
備
え
た
人
物
も
存
在

し
、
そ
の
技
能
は
、
嘉
靖
三
七
（
弘
治
四
＝
永
禄
元
・
一
五
五
八
）
年
に
確
認
さ
れ

た
明
の
舟
山
島
の
柯
梅
で
の
帰
国
船
の
建
造
と
い
う
事
態
を
は
じ
め
、
渡
航
先
で
の

船
の
修
造
等
で
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る）28
（

。

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・
一
五
五
七
）
年
に
大
友
義
鎮
が
中
国
浙
江
省
舟

山
島
の
岑
港
に
派
遣
し
た
「
巨
舟
」
に
関
わ
る
展
望
を
記
し
た
い
。
こ
の
巨
大
な
貿

易
船
は
、
明
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
岑
港
に
沈
ん
だ
。

　

筆
者
は
、
二
〇
〇
五
年
と
二
〇
〇
八
年
の
二
度
に
わ
た
り
、
こ
の
「
巨
舟
」
が
入

港
し
た
岑
港
、
お
よ
び
そ
の
港
の
あ
る
舟
山
島
を
訪
問
し
た
。
目
前
に
里
釣
山
・
中

釣
山
・
外
釣
山
と
い
う
三
つ
の
小
島
を
擁
し
た
岑
港
は
、
湾
で
は
な
く
、
舟
山
本
島

と
三
島
の
間
の
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
海
峡
地
形
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
小
港
で
あ

る
。
中
心
部
の
岑
港
鎮
は
、
里
釣
山
に
正
対
す
る
場
所
に
位
置
し
、
船
着
場
も
海
峡

が
湾
曲
し
て
最
も
狭
ま
っ
た
位
置
に
あ
る
。
岑
港
と
里
釣
山
の
間
を
長
く
湾
曲
し
て

流
れ
る
海
峡
は
、
そ
の
最
狭
部
は
百
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
。
里
釣
山
の
海
岸
部
に

下
り
て
、
岑
港
の
対
岸
部
を
捜
索
す
る
と
、
緩
や
か
な
海
流
の
関
係
で
、
こ
の
部
分

の
泥
浜
に
陶
器
・
瓦
・
木
片
等
の
多
く
の
遺
物
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
岑
港
の
船
着
場
周
辺
の
海
岸
部
で
は
、
複
数
の
船
繋

石
も
確
認
さ
れ
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
は
現
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
の
海
峡
地
形

を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
同
港
の
特
性
上
、
船
着
場
の
位
置
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と

は
あ
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
三
六
（
弘
治
三
・

一
五
五
七
）
年
一
〇
月
に
入
港
し
た
と
記
録
さ
れ
る
大
友
義
鎮
の
「
巨
舟
」
の
係
留

場
所
も
、
岑
港
の
現
船
着
場
付
近
と
推
定
し
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
舟
山
島
の
中
心
都
市
定
海
に
あ
る
舟
山
博
物
館
に
は
、
興
味
深
い
遺

物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
岑
港
海
峡
に
浮
か
ぶ
三
つ
の
島
の
う
ち
最
も
南
に
あ
る
外

釣
山
の
海
岸
か
ら
出
土
し
た
明
代
の
鉄
銃
・
鉄
砲
弾
丸
・
大
砲
弾
丸
・
銅
水
注
・
銅

香
薫
、
お
よ
び
、
岑
港
で
出
土
し
た
明
代
の
鉄
権
類
で
あ
る
。『
明
世
宗
実
録
』
の

「
阻
岑
港
而
守
、
官
軍
四
面
囲
之
」
と
の
記
述
か
ら
、
岑
港
と
里
釣
山
が
対
峙
す
る

海
峡
の
中
心
部
に
善
妙
ら
大
友
氏
の
使
節
が
立
て
こ
も
り
、
そ
の
外
側
に
明
の
官
軍

兵
が
包
囲
す
る
と
い
っ
た
陣
形
が
推
測
さ
れ
る
。
外
釣
山
は
、
岑
港
海
峡
の
南
側
の

出
口
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
岑
港
を
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
明
官
軍
の
陣
営
が
こ
こ

に
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
な
科
学
的
調
査
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い

が
、
外
釣
山
の
海
岸
か
ら
出
土
し
た
鉄
銃
や
鉄
砲
弾
丸
等
の
武
具
に
つ
い
て
は
、
こ

の
時
の
官
軍
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
確
率
は
そ
う
低
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

岑
港
に
沈
ん
だ
大
友
義
鎮
の
「
巨
舟
」
に
つ
い
て
も
、
泥
層
の
沈
殿
が
目
立
つ
岑
港

海
峡
の
船
着
場
近
辺
の
科
学
的
調
査
を
今
後
進
め
て
い
け
ば
、
焼
損
部
を
も
つ
大
型

の
木
造
船
体
と
そ
の
積
荷
の
遺
物
が
必
ず
や
見
つ
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
嘉
靖
大
倭
寇
期
の
倭
寇
船
の
実
態
が
、
文
献
や
絵
画
史
料
の
み

な
ら
ず
、
考
古
遺
物
に
よ
っ
て
も
立
体
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
一
六
世
紀
日
中
間
の

倭
寇
研
究
の
発
展
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

〔
註
〕

（
1
）  

孫

「
明
代
倭
患
与
『
抗
倭
図
巻
』」（『
中
国
国
家
博
物
館
館
蔵
文
物
研
究
叢
書
』

絵
画
巻
〈
歴
史
画
〉、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
朱
敏
「『
明
人
抗
倭
図
巻
』
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東京大学史料編纂所研究紀要　第23号　2013年３月 306（　 ）

を
解
読
す
る
│
『
倭
寇
図
巻
』
と
の
関
連
を
か
ね
て
│
」、
陳
履
生
「
功
績
の
記
録
と

事
実
の
記
録
：
明
人
『
抗
倭
図
巻
』
研
究
」（
と
も
に
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究

紀
要
』
二
二
、
二
〇
一
二
年
）。

（
2
）  

須
田
牧
子
「『
倭
寇
図
巻
』
再
考
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

二
二
、
二
〇
一
二
年
）。

（
3
）  

『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
六
（
一
五
五
七
）
年
八
月
甲
辰
条
。

（
4
）  

一
六
世
紀
日
本
の
戦
国
時
代
に
お
け
る
豊
後
大
友
氏
の
全
盛
期
は
、
天
文
二
一

（
一
五
五
二
）
年
か
ら
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
ま
で
の
間
に
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。
第
一
の
ピ
ー
ク
は
、
大
友
義
鎮
が
弟
晴
英
（
＝
大
内
義
長
）
を
大
内
義
隆
没

後
の
周
防
大
内
家
に
送
り
込
ん
で
大
内
家
家
督
を
継
承
さ
せ
た
天
文
二
一

（
一
五
五
二
）
年
三
月
三
日
か
ら
、
義
長
が
安
芸
毛
利
氏
に
よ
っ
て
自
刃
に
追
い
込
ま

れ
る
弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
四
月
三
日
ま
で
の
五
年
間
で
、
こ
の
期
間
は
西
日
本

に
大
友
│
大
内
連
合
と
い
う
兄
弟
戦
国
大
名
に
よ
る
大
連
合
政
権
が
成
立
し
た
時
期

で
あ
る
。
第
二
の
ピ
ー
ク
は
、
九
州
進
出
を
画
策
す
る
毛
利
元
就
が
没
し
て
毛
利
氏

が
九
州
か
ら
完
全
撤
退
し
た
元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
か
ら
、
従
来
の
盟
約
関
係
が

悪
化
し
た
薩
摩
の
島
津
氏
が
豊
後
に
侵
入
し
て
く
る
天
正
一
四
（
一
五
八
六
）
年
ま

で
の
一
五
年
間
で
、
こ
の
期
間
は
、
永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
に
将
軍
足
利
義
輝
よ

り
補
任
を
受
け
た
「
九
州
探
題
職
」
大
友
義
鎮
の
名
目
的
支
配
が
、
実
質
的
に
も
九

州
一
円
に
安
定
的
に
伸
張
し
た
時
期
で
あ
る
。
弘
治
年
間
を
中
心
と
し
た
一
五
五
〇

年
代
の
北
部
九
州
の
政
治
動
向
を
考
察
し
た
堀
本
一
繁
氏
に
よ
る
と
、「
大
内
義
長
の

治
世
期
は
、
一
五
五
〇
年
代
に
お
け
る
政
治
構
造
転
換
の
第
一
段
階
と
し
て
、
弘
治

三
年
四
月
以
降
、
大
友
氏
の
支
配
が
北
部
九
州
三
カ
国
に
全
面
的
に
展
開
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
を
形
成
し
た
段
階
」
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
お
け
る
大
友
氏
政

権
の
第
一
ピ
ー
ク
の
認
識
と
一
致
す
る
。
な
お
、
堀
本
一
繁
「
一
五
五
〇
年
代
に
お

け
る
大
友
氏
の
北
部
九
州
支
配
の
進
展
│
大
内
義
長
の
治
世
期
を
中
心
に
│
」（『
九

州
史
学
』
一
六
二
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）  

天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
、
大
友
義
鎮
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
王
と
「
金
書
」「
貢
物
」

を
授
受
す
る
善
隣
外
交
関
係
を
構
築
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
金
書
」
の
な
か
で
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
王
は
大
友
義
鎮
に
「
日
本
九
州
大
邦
主
源
義
鎮
長
兄
殿
下
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。
鹿
毛
敏
夫
「
戦
国
大
名
領
国
の
国
際
性
と
海
洋
性
」（『
史
学
研
究
』

二
六
〇
、
二
〇
〇
八
年
。
の
ち
、
同
『
ア
ジ
ア
ン
戦
国
大
名
大
友
氏
の
研
究
』〈
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
〉
収
載
）
参
照
。

（
6
）  

『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
巻
九
。

（
7
）  

『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
六
（
一
五
五
七
）
年
八
月
甲
辰
条
。

（
8
）  

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。

（
9
）  

『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
六
（
一
五
五
七
）
年
八
月
甲
辰
条
。

（
10
）  

二
〇
一
一
年
九
月
に
実
施
し
た
毛
利
博
物
館
で
の
調
査
に
よ
る
と
、「
日
本
国
王
之

印
」
が
木
製
模
造
で
あ
り
、
か
つ
本
来
紐
が
つ
く
背
の
部
分
が
斜
め
の
荒
削
り
の
ま

ま
（
写
真
1
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
印
箱
の
方
は
、
外
側
の
朱
漆
五
面
に
雲
龍
文

様
を
彫
り
金
箔
を
押
し
込
ん
だ
中
国
伝
統
の
鎗
金
技
法
で
制
作
さ
れ
（
写
真
2
）、
金

象
嵌
の
錠
も
附
属
し
て
い
た
。
印
箱
は
、
模
造
木
印
の
箱
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
本

来
存
在
し
て
い
た
勅
賜
金
印
を
収
め
る
た
め
の
金
印
箱
で
あ
る
。

（
11
）  

『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
六
（
一
五
五
七
）
年
一
一
月
乙
卯
条
。

（
12
）  

以
下
、
大
友
氏
の
嘉
靖
三
六
（
一
五
五
七
）
年
の
遣
明
船
に
関
す
る
史
料
は
、『
明

世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
七
（
一
五
五
八
）
年
七
月
丙
辰
・
同
年
一
〇
月
辛
亥
・
同
年

一
一
月
丙
戌
、
及
び
嘉
靖
三
八

（
一
五
五
九
）
年
七
月
戊
子
の
各
条
に

拠
る
。

（
13
）  

胡
宗
憲
と
王
直
は
、
同
じ
安
徽
省
徽

州
府
の
出
身
で
あ
る
。
両
者
の
直
接
の

つ
な
が
り
を
示
す
史
料
は
見
つ
か
ら
な

い
が
、
王
直
が
胡
宗
憲
を
信
用
し
て
捕

縛
さ
れ
た
い
き
さ
つ
の
裏
に
は
、
両
者

の
何
ら
か
の
接
点
が
想
起
さ
れ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
増
田
真
意
子
氏
は
、

胡
宗
憲
が
倭
寇
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
、
お
よ
び
、
民
間
貿
易
容
認
を

提
唱
す
る
意
図
を
持
ち
な
が
ら
も
、
自

ら
の
弾
劾
の
危
険
性
の
た
め
に
そ
れ
を

実
現
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し

写真1　木製「日本国王
之印」の背面
（毛利博物館蔵）

写真2　勅賜金印箱
（毛利博物館蔵）
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て
い
る
。
増
田
真
意
子
「
明
代
嘉
靖
後
期
に
於
け
る
海
禁
政
策
の
実
行
と
そ
の
転
換
」

（『
言
語
・
地
域
文
化
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
14
）  

『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
三
八
（
一
五
五
九
）
年
四
月
丙
午
・
同
年
五
月
癸
未
条
。

（
15
）  

既
に
、
一
五
世
紀
前
半
の
守
護
大
名
大
友
親
世
は
、
九
州
豊
後
か
ら
兵
庫
ま
で
の

瀬
戸
内
海
を
縦
断
す
る
千
五
百
石
積
み
の
大
型
構
造
船
「
春
日
丸
」
を
保
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
六
世
紀
後
半
の
大
友
義
鎮
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
南
シ
ナ
海
を
横
断

し
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
渡
る
「
至
南
蛮
被
差
渡
候
船
」
を
派
遣
し
て
い
る
。
鹿
毛
敏
夫

『
戦
国
大
名
の
外
交
と
都
市
・
流
通
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
16
）  

田
中
健
夫
「
不
知
火
海
の
渡
唐
船
│
戦
国
期
相
良
氏
の
海
外
交
渉
と
倭
寇
│
」（『
日

本
歴
史
』
五
一
二
、
一
九
九
一
年
）。

（
17
）  

張
鑑
『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
で
は
、「
今
考
図
中
一
人
、
貝
冑
組
甲
、
豊
頤
而
短

、
按
轡
乗
紫
騮
馬
、
一
武
士
執
大
纛
前
導
、
稍
次
両
武
士
、
一
執
終
葵
、
一
執
鉞
者
、

即
総
督
胡
宗
憲
也
」
や
、「
績
谿
之
右
、
一
官
朱
衣
紗
帽
、
頤
霤
上
微
鋭
、
弯
眉

目
、

乗
青

並
駆
而
前
者
、
其
尚
書
趙
文
華
乎
」
等
の
よ
う
に
、
胡
宗
憲
や
趙
文
華
を
は

じ
め
、
巡
撫
の
阮
鶚
、
巡
按
の
趙
孔
昭
、
総
兵
の
徐
珏
・
盧

・
兪
大
猷
等
の
明
側

の
文
官
・
武
官
が
、
そ
の
服
装
や
風
貌
と
と
も
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
は

『
抗
倭
図
巻
』
の
描
写
内
容
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
馬
雅
貞
「
戦
勲
と
宦
蹟
│
明
代
の
戦

争
図
像
と
官
員
の
視
覚
文
化
│
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
の
内
容
と
考
察
に
つ
い
て
は
、

山
崎
岳
「
張
鑑
「
文
徴
明
画
平
倭
図
記
」
の
基
礎
的
考
証
お
よ
び
訳
注
│
中
国
国
家

博
物
館
所
蔵
『
抗
倭
図
巻
』
に
見
る
胡
宗
憲
と
徐
海
？
│
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）  

須
田
牧
子
「『
倭
寇
図
巻
』
研
究
の
現
在
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史

料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
五
九
、
二
〇
一
二
年
）。

（
19
）  

周
楫
纂
・
陳
美
林
校
點
『
西
湖
二
集
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。
な
お
、

本
史
料
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
17
）
馬
雅
貞
論
文
よ
り
知
り
え
た
。

（
20
）  

「
若
林
文
書
」
一
七
・
二
二
（『
大
分
県
史
料
』
三
五
。
以
下
、「
若
林
文
書
」
の
出

典
は
同
）。

（
21
）  

「
若
林
文
書
」
一
〇
。

（
22
）  

合
沢
康
就
氏
蔵
「
若
林
文
書
」（
合
沢
金
兵
衛
氏
蔵
と
し
て
『
大
分
県
史
料
』
一
三

収
載
。
た
だ
し
誤
読
あ
り
）。

（
23
）  

「
若
林
文
書
」
五
二
。

（
24
）  

「
若
林
文
書
」
一
三
。
な
お
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
原
史
料
と
校
合
し
て
誤

読
を
確
認
し
た
。

（
25
）  

「
若
林
文
書
」
七
二
。

（
26
）  

「
若
林
文
書
」
六
七
。
な
お
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
原
史
料
と
校
合
し
て
補

訂
を
な
し
た
。

（
27
）  

『
胡
梅
林
平
倭
図
巻
』
に
お
け
る
船
上
の
被

倭
人
と
倭
寇
の
首
級
の
状
況
に
つ
い

て
『
文
徴
明
画
平
倭
図
記
』
で
は
、「
一
将
右
視
坐
船
中
、
前
一
卒
執
旗
立
、
将
以
右

手
指
船
頭
、
首
級
累
累
然
者
、
疑
遊
撃
尹
秉
衡
等
」
お
よ
び
「
尹
之
左
一
船
稍
後
、

中
坐
一
将
弁
而
朱
袍
緩
帯
来
献
俘
者
、
通
眉
豊
下
、
按
膝
凝
視
船
頭
反
接
而
囚
者
四
、

此
総
兵
盧

也
」
と
説
明
す
る
。
奥
の
船
中
で
旗
を
立
て
た
卒
兵
の
後
ろ
に
座
っ
て

右
手
で
船
頭
に
指
図
を
出
す
の
が
遊
撃
の
尹
秉
衡
で
あ
り
、
彼
の
船
中
に
倭
寇
の
首

級
が
累
々
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
船
に
や
や
遅
れ
て
進
む
手
前
の
船
に

中
座
す
る
の
が
総
兵
の
盧

で
あ
り
、
そ
の
船
中
に
は
四
名
の
囚
人
（
拘
束
さ
れ
た

倭
人
）
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
の
情
景
説
明
で
あ
る
。

（
28
）  

豊
後
国
の
各
海
辺
領
主
の
造
船
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
例
え
ば
永
禄
年
間
に
大

友
義
鎮
が
若
林
中
務
少
輔
に
「
船
誘
」
を
指
示
し
た
文
書
が
見
ら
れ
る
（「
若
林
文
書
」

四
六
）
と
と
も
に
、
別
府
湾
岸
の
真
那
井
を
本
拠
と
す
る
渡
辺
氏
の
も
と
に
も
、「
急

度
用
所
之
儀
、
警
固
船
之
事
、
各
申
合
、
数
艘
可
被
誘
置
候
」
と
の
大
友
義
鑑
書
状
や
、

「
至
土
州
、
警
固
船
可
被
差
渡
之
由
、
兼
日
被
仰
付
候
条
、
舟
誘
等
定
而
不
可
有
油
断

候
」
と
の
大
友
氏
奉
行
人
連
署
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
（「
渡
辺
文
書
」
二
・
一
四

〈『
大
分
県
史
料
』
三
五
〉）。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で
開
催
さ
れ
た
「
倭
寇

と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
で
の
報
告
を
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
同
年
一
二
月
の
同
研
究
集
会
の
成
果
、
お
よ
び
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
九
州

大
学
で
開
催
さ
れ
た
九
州
史
学
研
究
会
大
会
で
の
報
告
の
成
果
を
受
け
て
一
部
加
筆

修
正
し
て
い
る
。
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